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エックス線検査装置をご使用の

食品、アパレル、物流、セキュリティ、品質管理等

安全管理ご担当者 様 

２０２２年１０月 

一般社団法人 日本検査機器工業会 

「第２９回エックス線機器取扱者のための安全講習会」のご案内 

拝啓 貴社ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。 

私ども（一社）日本検査機器工業会は、エックス線・磁気・浸透・渦流・超音波などの

検査機器製造・販売会社で構成されている工業会です。 

貴社に於かれましては各種ご使用機器の稼働につきまして安全管理のもと実施されてお

られることと存じております。最近では食品異物検査のためエックス線検査装置が多く

利用されてきております。  

本講習会のカリキュラムでは、特に放射線が生物に与える影響をきめ細かく解説して

おり、職場の安心・安全に役立ちます。 

エックス線検査装置は安全に取り扱われることが重要であり、装置の据付け設置時

にメーカーから取扱と注意事項を修得することで終わっているのが現状ではないか

と存じます。これはその後、事業者が教育をしたいと思っても教育や講習の場が無

いことが指摘されます。 

  当工業会では、この問題の解決のため「エックス線機器取扱者のための安全講習会」と

して教育の場をご提供することとし、毎年２回開催致しております。 

受講者アンケートから 

・安全に対する最低限の守るべき内容は理解できた。 

・良く分からないまま、操作だけ教えてもらっていたので良かった。 

・Ｘ線の防護の教育が有ったから役立ちそう。 

・Ｘ線の発生原理、危険性を学ぶことが出来て良かった。 

・原理から人体への影響、対策まで学びたいと思っていた内容が網羅されていた。 

・従業員からの不安な声に対しても適切に対処できそうな感じがある。 

・これだけの情報を独学で学ぶことは難しい。 

＊ここに別紙パンフレットを添えてご案内を申し上げます。

敬具
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●取扱安全教育の必要性についてご存じですか？

「事業者は、事業場における安全衛生の水準の向上を図るため、安全管理者、安全衛生推進者、

衛生推進者その他労働災害の防止のための業務に従事する者に対し、これらの者が従事する業

務に関する能力の向上を図るための教育、講習等を行い、又はこれらを受ける機会を与えるよ

うに努めなければならない」（労働安全衛生法第１９条の二）（官公庁は人事院規則）

エックス線装置は使用を誤ると人体に危害を及ぼします。

そのため、定期的な安全教育は必要です。

●安全管理は実施できていますか？

・安全管理の知識を持った責任者はいますか？

・組織的・定期的な安全管理は実施できていますか？

・管理者の教育は実施できていますか？

●安全教育を実施されていますか？
装置の据付け時にメーカーから取扱と注意事項を修得することで終わっていませんか？

取扱者も替わりますので、その後の教育が大事です。教育レベルを維持することも必要です。

しかし、事業者が教育をしたいと思っても教育や講習の場がありませんでした。エックス線

作業主任者の資格のための教育講習は原子力発電所等を想定しているためレベルが高過ぎます。

問題の解決のため当工業会は、ボックス型装置に限定した範囲で必要な知識に限定したやさし

い教育の場を提供しております。それが「エックス線機器取扱者のための安全講習会」です。

例えば、食品等の異物検査用エックス線検査装置は簡便且つ高性能であり、食品吸収線量が

食品衛生法で規定される０.１グレイ以下より低い照射線量です。電離放射線障害防止規則で定

められている外部への漏洩線量が３ヶ月で１.3 ミリシーベルト以下になるように設計製造さ

れていますので、エックス線作業主任者の選任は必要ないとされております。

しかし、最低限の知識と、定期的教育は安全管理上では必要です。

正確な知識がないために、過敏に業務拒否をされた例もあります。

「エックス線機器取扱者のための安全講習会」に是非ご参加ください。

今や、世の中はさまざまな分野で安全管理が問われております。製品そのものばかりでなく、

装置の使用者の安全確保も重要です。日本検査機器工業会はエックス線などの非破壊検査機器

メーカー団体です。事故の未然防止のため、事業者は無論のこと機器メーカーとしても貢献し

ていかなければならないと考え、非営利目的で定期的に開催し、ご好評をいただいております。

お問合せ先：

（一社）日本検査機器工業会 事務局 担当：長永

〒101-0051東京都千代田区神田神保町３－２－５ 九段ロイヤルビル ３Ｆ 

Tel:03-3288-5080 Fax:03-3288-5081 

講習会専用Email：seminar@jima.jp         

ホームページ：https://www.jima.jp 
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｢第２９回エックス線機器取扱者のための安全講習会｣ご案内

労働安全衛生法第１９条の二では「事業者は、事業場における安全衛生の水準の向上を図るため、

安全管理者、安全衛生推進者、衛生推進者その他労働災害の防止のための業務に従事する者に対し、

これらの者が従事する業務に関する能力の向上を図るための教育、講習等を行い、又はこれらを受け

る機会を与えるように努めなければならない」としています。

当工業会ではエックス線機器を扱う職場における安全教育のお手伝いをするため、１５年間に渡り

講習会を開催し、多くの受講者から好評を得ております。是非ともご参加をお願い申し上げます。

尚、今回も新型コロナウィルス感染予防の観点から、ウェビナー（Zoom）で開催いたします。

開催日 ２０２２年１１月9日（水）１３時～１６時４５分（受付開始：１２時３０分） 

形 式 ウェビナー（Zoom） ※受講用のインターネットURLにアクセスしていただきます

講 師 国立がん研究センター東病院 放射線技術部長 村松 禎久（工学博士）

中央医療技術専門学校 専任講師 中島 正弘（診療放射線学修士）

定 員 １００名（予定）

受講料 1名につき １４,０００円（テキスト代 消費税含む）

■開催プログラム

● 開会挨拶 13:00

 ● 講義

※中島講師  13:05～14:30

１．放射線とは

２．Ｘ線の発生方法 

３．Ｘ線と物質の相互作用 

４．Ｘ線の計測 

・質疑応答 

<休憩 10分> 

※村松講師          14:40～16:30 

５．Ｘ線異物検査装置の漏えい 

６．Ｘ線の人体に与える影響 

<休憩 10分> 

７．Ｘ線の防護と管理／関係法令 

・質疑応答

● アンケート提出 16:30～16:40

● 閉会       16:40

注１：時間割は進行に合わせて適宜変更になる場合があります。

注２：個別検査機器の取扱い方法は含まれておりません。 

注３：インターネットとZoomアプリが使用可能なパソコン等をご用意ください。スマートフォン等、携帯

端末でアクセスする場合は、事前に専用アプリをインストールする必要がありますのでご注意ください。 

企画・主催 （一社）日本検査機器工業会 https://www.jima.jp

〒101-0051 東京都千代田区神田神保町３－２－５

問合わせ先 事務局：長永 Tel：03-3288-5080 Fax:03-3288-5081 

講習会専用Email：seminar@jima.jp

※上記写真は会場開催時のものです
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■ 開催日：２０２２年１１月９日（水）

■ 受講料：１４,０００円（1 名につき、消費税込み、テキスト代含む）

■ 定 員：１００名（予定）

■ 形 式：ウェビナー（Zoom） ※受講用のインターネット URL にアクセスしていただきます。

URL は申込時に登録するメールアドレスにメールでお送りします。

■ 申込締切日： ２０２２年１０月３１日（月）

■ 申し込み方法

■インターネットからお申し込みください。 
（１）本紙がPDFの場合 

こちらをクリックしてください。 

（２）本紙が印刷版の場合 ※次の手順で進めていただき、上記（１）項からのアクセスになります。 

当会ホームページ（https://www.jima.jp）次の手順でアクセスしてください。 

①ホームページ表紙のニュース欄の本講習会開催案内の下線部(こちら)をクリックしてください。 

②本資料のPDFが開きますので、そのPDFの本ページの次の下線部をクリックしてください。 

■ 申し込み方法

■インターネットからお申し込みください。 

（１）本紙がPDFの場合 

こちらをクリックしてください。 

■折り返し、申込み受理の連絡をメールで行い、受付連絡書・請求書を郵送します。 

５日以内に届かない場合はご連絡ください。

原則、ご入金を確認後にテキスト(郵送にて)と受講用URL(メールにて)をお送りします。 

■ お支払方法と振込先
（１）受講料のお支払いは、原則、１１月３日（木）までに当工業会の指定口座にお振込みをお願います。

振込先（指定口座）： 請求書をご覧ください。 

（２）上記支払い期限に間に合わない場合、テキストと受講用 URL を事前にお送りする必要がありますので、

その旨を１１月３日（木）までに連絡していただき、１１月３０日（水）までにお支払いください。 

■ ご注意 
 １）キャンセルは、前日１１月８日(火)午前中までに必ずご連絡をお願い致します。 

連絡先は、申込み先と同じです。 

２）申込締切り後の受講料の払い戻しは致しません。申込者のご都合が悪い場合は、代理の方の出席を 

お願い致します。その場合、代理受講者の氏名を必ずご連絡ください。

３）申込締切り前の受講料の払い戻しは、振込手数料を差し引いた金額とさせていただきます。 

４）修了証は後日、郵送します。但し、アンケート用 URL から記入いただくアンケートの提出を確認後に

なります。 

■受講形式
１）原則、受講者が個々に受講用URLにログインしてください。 

２）但し、複数の受講者が１台のパソコンの大画面モニターを共有して一緒に受講することも出来ます。 

この受講単位を便宜上、受講グループと称します。 

（１）受講申込みと事前登録は、各受講者が行ってください。 

（２）(１)の完了後、受講グループの代表者を決めてください。 

（３）グループ代表者は、次の情報を事務局(seminar@jima.jp)までメールでお送りください。 

・代表者の明示、受講番号と氏名 

・他のメンバーの受講番号と氏名 

（４）受講時は、代表者のみログインしてください。他メンバーの出欠確認は代表者に口頭で確認します。 

（５）受講後のアンケートは、各受講者が個々にログインして入力してください。 

※個人情報について： ｢エックス線機器取扱者のための安全講習会｣のご案内以外に使用することはありません。

受講申込み要領

https://forms.gle/CyYqh19BtJ6FM4kS8

